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近年のデジタル技術の発展に伴い、インプラント治療では、術前により詳細な治療計
画を⽴案することが可能となっています。特に審美領域においては、インプラント体
の埋⼊ポジションが最終上部構造の形態に⼤きく影響するため、理想的な補綴装置を
実現するためには、治療計画に基づいた正確なインプラント体の埋⼊が重要です。

また、前⻭部インプラント治療では、審美性の獲得のみならず、その⻑期的な維持も
重要な課題となります。審美的に安定した⻑期予後を得るためには、最終上部構造装
着時にインプラント体唇側に⼗分な厚みの硬・軟組織を確保するとともに、その状態
を維持するための適切な上部構造の設計と形態付与が求められます。
本講演では、前⻭部審美領域において、審美的な治療結果を獲得・維持するために重
要となる上部構造のマテリアルと設計、さらにインプラント体の埋⼊ポジションと粘
膜貫通部形態との関連について検討します。
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